
災害時、被災者の多様性に配慮し、女性や子ども、高齢者や要援護者などの脆弱性の高い人々の権利が満たされ

る支援とは？地域防災に関わる方を対象に、ワークショップなどを通じて、多様性への配慮および男女共同参画

の視点をもつ地域防災のリーダー的人材の育成をめざす、実践的研修です。

※全課程修了者には【修了証】を授与します。

【プログラム】

【講師・ファシリテーター】減災と男女共同参画研修推進センター
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（早稲田大学地域社会と危機管理研究所客員研究員、大学非常勤講師）
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（静岡大学教育学部教員、静岡大学防災総合センター教員）

災 害 ・ 防 災 と 男 女 共 同 参 画

日 程 時 間 テ ー マ 対象

10:00～12:00

・男女で異なる被災経験 防災力向上のために

・避難ママのお話～被災経験に学ぶ～

【体験談】避難ママのお茶べり会代表 吉岡 智佳子

・大阪市の防災対策について（要支援者・性差・子どもへの配慮の視点から）

講師：大阪市 危機管理室

・各地の取り組み事例
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7月30日

（水）

13:00～16:00

・人材養成研修の意義

・地域の防災資源を書き出してみよう

10:00～12:30
・要援護者支援と多様性配慮

・災害時の暴力問題7月31日

（木）
13:30～16:00

・地域で活用！避難所運営ワークショップ

・今後の普及に向けて
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平成26年度 クレオ大阪中央 男女共同参画セミナー

受講料無料

主

指定

共

阪神・淡路大震災でNGOボランティア／スタッフとして在宅避難者・仮設住宅・全焼地域の復興まちづくり協議会支援に４年従事。

（財）消費生活研究所、全国地域婦人団体連絡協議会で事務局・研究員として勤めつつ大学院修了（政策科学修士）。地域防災、非営利組

織論。

青年海外協力隊員、JICA 技術協力専門家（開発とジェンダー）などとしてバングラデシュやネパールで環境保全や防災の事業に社会・ジ

ェンダー配慮の視点を組み込む活動に従事。2000 年より静岡大学教育学部教員。バングラデシュを対象に、地域防災への女性の参加、開

発を通した災害脆弱性の克服について研究している。
対 象： 行政担当者、防災に関わる方、ボランティアの方、男女共同参画センター職員、女性支援などに関わる方、

地域コミュニティのリーダー等 定員20名

会 場： クレオ大阪中央 （地下鉄「四天王寺前夕陽ヶ丘」駅より徒歩3分）

申込開始： 6月15日（日）より 申込先着順にて受付 ※7/30（一般向けセミナー部分）のみの参加も可能です。
手話通訳 ： あり （要事前申込）

催：大阪市立男女共同参画センター中央館

管理者：大阪市男女共同参画推進事業体（代表： ）

催：特定非営利活動法人全国女性会館協議会・減災と男女共同参画研修推進センター

http://www.oxfam.jp/

